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初期に多く行われた学生生活調査において、「音楽」を趣味として挙げる学生が「読書J 1"映画」と並んで 3 割前後存
在している。戦前においては、音楽教育は、小学校、高等女学校、中学校などの初等・中等学校のみで行われてきた
だけであったにもかかわらず、高等教育機関の学生が多く趣味とするに至ったのである o もちろん、学生が音楽を愛
好する手段はレコードであったと考えられるが、その愛好スタイルは多様化していく。中心には、あらえびすに影響
を受けた「より真面目な」愛好者がいる。しかし、さらに度を越えた愛好者一例えば丸山真男ーがー誕生することになっ
たD そして、その周辺には、「軽やかな」聴衆もいたのであるo さらに、彼らの様々な愛好スタイルを、学生生活調
査や、個別のケースを手がかりに、その出身階層なども考慮しながら分析を試みた。
以上から導出される結論と考察は以下の通りである。
日本の西洋音楽史において、重要な位置を占めている東京音楽学校は、演奏家や作曲家、評論家を養成する場所で
はなく、もっぱら教員を養成するところであった。特に職業音楽家である演奏家は、東京音楽学校に入れなかった者
や、軍楽隊、デパートなどの少年音楽隊などでたたきあげの教育を受けた者によって構成された。また、評論は、愛
好者が片手間に行うものであった。そしてこの 3 つの集団は、互いに没交渉であり、社会の中で互いに関係を持たず、
ぱらぱらで存在していたのである o
最初の愛好者は、評論家集団を内包していた。彼らは、経済的に豊かな家庭に生まれたアッパーミドルの二代目か
ら生まれた。彼らは西洋に関係する仕事を持つ二代田洋風インテリたちを中心として、「旧中間層」の上層部からも
同時に生まれた。西洋的な趣味は、「新中間層」が独占したわけではなく、経済的に上層部にいた者から、新しく台
頭した俸給生活者層に浸透したのである。このような背景を持つ愛好者は、音楽学校の進学を許されず、普通の進学
jレートをとりながら、評論家として活動することしかできなかったのであるo 評論家を含むこの最初の愛好者集団は、
レコード以前に成立したために、音楽に関する情報を得るため、彼らの集団外にネットワークを張り巡らせた。彼ら
が演奏家や学者たちと交流することで、音楽に関係する人々の聞に関係を築きつつあった。
しかし、レコードの急激な普及により、音楽愛好スタイルは、変化することになった。様々な音楽愛好スタイルが
レコードによってもたらされることになった。レコード以前、愛好者はばらばらで存在していたが、海外で音楽を聴
くことのできなかった圏内の愛好者は、大正期頃から洋行帰りのものや職業音楽家たち、美学や文学を学ぶ学生たち
と積極的にネットワークをっくり、共に音楽を演奏したり文献を集めたりして愛好を維持していた。しかし、レコー
ドが普及してからは、不特定多数の聴衆が成立したが、反対に、ネットワークをつくる必要がなくなり、愛好は個人
化していく。その過程で、 3 種類の愛好スタイルが生まれた。西洋で生まれた「真面目な」愛好者よりも真面目な愛
好者、音楽を理論的に分析する愛好者、流れてくる音楽を日常生活の中で楽しむ「軽やかな」愛好者である。その中
でも、学生を中心とする「より真面目な」愛好者の音楽への態度が、作曲家を神格化し西洋音楽を「芸術」として見
なす方向に向かい、「芸術」としてのクラシック音楽は、昭和10年頃誕生したのである o
現在では西洋音楽を愛好することは「高尚な」趣味を持っていること、またクラシックの演奏家になることは「芸
術家」になるという認識があるが、戦前期では「クラシック音楽」は様々な意味を持っていたことであるo それは、
西洋音楽を受けいれたのが、ある特定の社会集団にかぎられていなかったことにある。西洋音楽を職業としない愛好
者に限っていえば、明治期・大正期には「アッパーミドルJ 集団にかぎられていたかもしれなし、。しかし、それがそ
の集団内のみで定着する以前に、レコードによって、愛好者層は学生を中心としてではあるが、様々な社会的背景を
持った層に広がっていった。その愛好スタイルも様々なものとなった。西洋音楽をめぐっての多様な態度・愛好スタ
イルが存在する中、最終的に今日のように「芸術」としての側面を西洋音楽が獲得するに至るが、それは様々な愛好
者が誕生してから後に付与されたもので、最初からこのような意味づけは存在しなかった。また同時に、「芸術J と
しての音楽の扱い方は、比較的低い社会階層出身のオーケストラの団員にも、一部の学生にも支持されていた。出身
階層や属する社会集団が異なるにもかかわらず、一つの価値基準がまたがって支持されていたことも、指摘しておく
べきであろう。
不特定多数の聴衆が成立したことにより、それ以前には存在しなかった、クラシック音楽をめぐる生産者-媒介者一
消費者という関係が成立したのではないかと考えられるo レコード以前は、愛好者は評論家集団を内包していた。彼
? ??
らが作った関係は、職業音楽家たちを結び付けるだけのものであり、愛好者は媒介者であり消費者でもあったのであ
る O しかし、不特定多数の聴衆は、純粋に消費者集団として成立したため、この関係が成立し、西洋音楽の媒介者た
ちの意味付けを可能にした。「芸術」としての西洋音楽がレコード普及後の「より真面目な」不特定多数の愛好者に
支持されたことによって、社会的に地位の低かった演奏家が芸術家に祭り上げられたと考えられる。
西洋ではすでに音楽が芸術として確立されていたにもかかわらず、日本では昭和初期まで待たねばならなかったの
は、「西洋的なもの」すべてが肯定的な評価を得るのが昭和初期であったためである o 昭和モダニズムの到来、学生
の教養主義、音楽ジャーナリズムの成立、そしてレコードによる不特定多数の「より真面目な」聴衆の誕生、これら
が同時に到来したことで、それ以前の演奏家・評論家・教育家の社会的地位の位置が変化した。これが、現在に続い
ている日本におけるクラシック音楽のイメージの原型を形作ることになったと考えられる o
論文審査の結果の要旨
本論文は、近代日本におけるクラシック音楽の「聴衆」の成立過程を追跡することによって、西洋音楽がどのよう
な社会集団によって担われたのか、どのようにして「芸術」としての価値を付与されたのかを解明し、同時にこの過
程を通じて、近代日本の社会構造の特徴を浮き彫りにしようと試みる意欲的な研究である o
このテーマに関連する先行研究としては、音楽社会学、趣味の社会学、「聴衆」の誕生の社会史、近代日本におけ
る音楽教育史・西洋音楽受容史などの分野がある o それらの研究に断片的なかたちで散在しているさまざまな知見と
ヒントは、必ずしも明確な像を結ばない。本論文はそれらの先行研究に依拠しながら、どのような社会集団が「職業」
として西洋音楽に携わったのか、また、どのような社会集団が「趣味」として西洋音楽が愛好したのか、彼らの愛好
スタイルの特徴はどのようなものであったのかなどに焦点をあてることによって、近代日本における「聴衆」の誕生
を描き出すことにある程度成功している。
利用された資料は多岐にわたり、『音楽家人名辞典』の統計的分析、 r東京音楽学校一覧』、『音楽年鑑』や各種の音
楽雑誌などに加えて、各種の学生生活調査類、さらに代表的な「聴衆」たちの伝記的資料に至るまで広く渉猟してい
る。それらをちりばめた記述には細部が詰められてはいないところも残るとはいえ、このテーマに関する、おそらく
最初の本格的な論文をまとめたことは高く評価できる o
本論文の価値は、素材であるクラシック音楽の「聴衆」の成立過程を明らかにするだけにとどまらないところにあ
る o 初期の愛好者の社会的基盤である華族、大企業・大商店経営者、高級官僚・上級職員などの子弟、とりわけいわ
ゆる「洋風二代目インテリ」に注目することによって、これまで研究が比較的之しいわが国の上層中流階級への接近
が可能となり、解明への手がかりが得られるからである。この方向については、本論文において十分に展開されてい
るわけではないが、クラシック音楽の「聴衆」を手がかりにして、新たな研究対象を開拓する試みとして評価できるo
以上の理由により、本審査委員会は本論文を博士(人間科学)の学位授与に十分に値するものであると判定するo
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